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CIWの歴史 Ⅰ 
1963年 CIWの前身「放射線検査委員会（RAC）」発足 
1965年 「放射線透過写真撮影事業者認定規則」制定 
 同年   RAC認定第1号を中国エックス線（株） 
      （現 （株）シーエックスアール）に与える 
1970年 「溶接検査委員会」（CIW:Commission of 
                 Inspection for Welds)に改め、「溶接部の放射線検査」から

「溶接部の非破壊検査」に拡大 
1973年 「非破壊検査事業者技術認定規則」を制定 
      RAC認定からCIW認定に変わる 
1977年 WES 8701:1977「溶接構造物非破壊検査事業 
      者の技術種別基準」を制定 
1978年 「溶接検査委員会（Certification for Inspection of Welds 
               : CIW)」と改称 
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CIWの歴史 Ⅱ 
1978年 東京都建築工事標準仕様書にCIW認定技術者を記載 
1980年 WES 8701の一部を改正し、主任検査技術者を設置 
1985年 住宅・都市整備公団工事共通仕様書にCIW認定技術者 
      が記載される 
1990年 WES8701の一部を改正し、E種を設置 
1992年 審査項目に「品質保証体制等その他必要と認められる項     

目」を追加 
2000年 WES 8701を改正、WES作成基準の改定に伴う見直し 
      引用規格の改正に伴う変更 
2007年 WES 8701:2007「溶接構造物非破壊検査事業者等の 
      認定基準」に改正、暫定期間3年間で新旧認定を併存 
2010年 暫定措置がなくなり、2007年版による認定に統一 
2013年 WES 8701:2013に改訂、 創立５０周年を迎える。 
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図１  CIW認定制度の概念図 

  

  
    

溶接管理技術者 
  

非破壊試験技術者 

  

品質マネジメントシステム   
  

・ JIS Q 9001:2008に準拠   
他に   

・管理された検査設備・機器   
・検査業務の適切な計画・実施   

・検査業務に係る倫理要綱   

認定検査部門： RT 、 UT 、 MT 、 PT 、 ET 、 SM   

共通検査部門（必須）：外観検査   

CIW検査技術者 
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 登録事業所  本社以外に事業所を認定

 技術者の名称  検査技術管理者、上級検査技術者、検査技術者

 認定の申請条件  品質マニュアルの作成と発行

 認定種別  Ａ～Ｄ種

 認定期間  3年

 品質システム  附属書１　品質システムに関する要求事項

  技術者の資格管理

  検査業務の倫理

 設備及び機器  附属書１

  検査に必要な設備及び機器を保有する、リースも可

 技術者の登録  附属書２　技術者の登録　

 建築鉄骨検査適格事業者  附属書３　付加要求事項

WES 8701:2013 
溶接構造物非破壊検査事業者等の認定基準 概要 
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認定検査部門（６部門） 

・ 放射線検査部門（RT） 
・ 超音波検査部門（UT） 
・ 磁気検査部門（MT） 
・ 浸透検査部門（PT） 
・ 渦電流検査部門（ET） 
・ ひずみ測定部門（SM） 
 
  外観検査は認定検査部門ではないが 
  非破壊検査の基本部門であるので、 
  必須部門としている。 
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外観試験の重要性 

・同じ程度のきずが表面or内部に存在する場合、

内部に存在するきずに比較して、表面のきずの
方が有害である。 

・ｱﾝﾀﾞｶｯﾄ、ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ、目違い、角変形などは有
害なきずであるが、外観試験以外の試験手段で
は検出が難しい。 

・よって、割れをはじめとする、ｱﾝﾀﾞｶｯﾄ、ｵｰﾊﾞｰﾗｯ
ﾌﾟ、目違い、角変形などの有害なきずを検出す
るために、外観試験は重要である。 
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非破壊検査は溶接と同様、特殊工程と位置づけられる。
JIS Q 9001:2000における特殊工程に対する要求事項 

7.5.2  製造及びｻｰﾋﾞｽ提供に関するﾌﾟﾛｾｽの妥当性確認 
  製造及びｻｰﾋﾞｽ提供の過程で結果として生じるｱｳﾄﾌﾟｯﾄが、それ以降の

監視又は測定で検証することが不可能な場合には、組織は、その製造及
びｻｰﾋﾞｽ提供の該当するﾌﾟﾛｾｽの妥当性確認を行うこと。これ等のﾌﾟﾛｾｽ
には、製品が使用され、又はｻｰﾋﾞｽが提供されてからでしか不具合が顕
在化しないﾌﾟﾛｾｽが含まれる。 

   妥当性確認によって、これらのﾌﾟﾛｾｽが計画どうりに結果を出せることを
実証すること。組織は、これらのﾌﾟﾛｾｽについて、次の事項のうち適用で
きるものを含んだ手続きを確立すること。 

a)ﾌﾟﾛｾｽのﾚﾋﾞｭｰ及び承認のための明確な基準 
b)設備の承認及び要員の的確性確認 
c)所定の方法及び手順の適用 
d)記録に関する要求事項 
e)妥当性の確認 
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WES 8701 附属書１（規格） 
溶接構造物非破壊検査事業者の 

品質マネジメントシステム等に係る要求事項 
特徴 

・JIS Q 9001:2008 “品質マネジメントシステムー要求事項”を参酌して 
 非破壊検査会社に最低限必要と考えられる事項を要求した。 
・JIS Q 9001:2008の要求事項に加えて、検査業務の倫理、及び非破 
 壊検査会社に必要と考えられる以下の技術的要求事項を追加要求 
 した。これらの事項はJIS Q 17025:2005 “試験所及び校正機関の能力

に関する一般要求事項”の第5章に相当するものである。   
  ・ 技術者の資格管理 
  ・ 検査業務の管理 
  ・ 施設、設備及び機器の管理 
  ・ 検査業務の管理 
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WES 8701:2013  附属書１（規定） 
溶接構造物非破壊検査事業者の 

品質マネジメントシステム等に係る要求事項 目次 Ⅰ 
1. 品質マネジメントシステム等 一般要求事項 
 1.1 品質マネジメントシステムの構築 
 1.2 品質マネジメントシステムの運営 
 1.3 品質マネジメントシステムの評価及び改善 
 1.4 非破壊検査業務に影響するプロセスの明確化 
2. 品質マニュアル 
 2.1 品質マニュアルの作成 
 2.2 品質マニュアルの発行 
3. 品質マネジメントシステム等に関する要求事項 
 3.1 事業者の組織 
 3.2 技術者の資格管理 
 3.3 検査業務の倫理 10 目次へ戻る 



WES 8701:2013 附属書１(規定） 
溶接構造物非破壊検査事業者の 

品質マネジメントシステムに係る要求事項 目次Ⅱ 

3.4 文書管理 
3.5 記録の管理 
3.6 調達の管理（検査役務を含む） 
3.7 施設、設備及び機器の管理 
3.8 検査業務の管理 
3.9 内部監査 
3.10 不適合の管理 
3.11 是正処置と予防処置 
3.12 継続的改善 
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CIW認定制度の特徴 Ⅰ 
・我が国において、非破壊検査会社を認定する 
 唯一の制度 
・当該検査会社について以下の項目を審査 
    ・業務実績（3年以上） 
    ・非破壊検査技術者 
   ・施設、設備及び機器 
   ・検査業務の計画と実施 
   ・検査業務の倫理 
   ・品質マネジメントシステム       
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CIW認定制度の特徴 Ⅱ 

・現在、国内の非破壊検査会社の約半数の 
 １２４社がCIW認定制度に登録 
・また、CIW認定会社は、支社、事業所を含めて 
 日本全国をカバー 
・CIW認定会社には溶接構造物だけでなく 
  非破壊検査全般に精通した非破壊検査技術
者が多数在籍 
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CIW認定検査会社
は日本全国に展開 
CIW認定検査会社は現在124社で、総数約300の事業
所が全国に分布しています。 
高度な技術をもった約1,800名の超音波探傷技術者が
全国をカバーしています。 
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検査技術者の中で                 
溶接管理技術者の資格を有する技術者の割合 

15 

・検査技術管理者(K) 513名のうち「溶接管理技術者」を 
 保有している者は410名(約80％の保有率)。 
 【内訳：特別級(35名)＋1級(335名)＋2級(40名)】 
 
 
・上級検査技術者(S)970名のうち「溶接管理技術者」を 
 保有している者は620名(約64％の保有率) 。 
 【内訳：特別級(34名)＋1級(379名)＋2級(207名)】 
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検査技術管理者の中で 
溶接管理技術者の資格を有する技術者の割合 

WES特別級 7 
WES1級   65 
WES2級     8 
資格なし  20 
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上級検査技術者の中で 
溶接管理技術者の資格を有する技術者の割合 

WES特別級  4 
WES1級   39 
WES2級   21 
資格なし   36 
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公正、かつ的確な検査結果を継続的に 
得るためには？ 

 検査員個人の技量は最低条件であり、 
 検査員が所属する組織の体制が整っていること  
 が必要条件である。 
   
 
  CIW認定制度は上記の条件を備えている。 
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WES 8701:2013 附属書3 
建築鉄骨検査適格事業者に関する付加要求事項 

・認定付加要件：UT部門認定事業者 
・技術者に関する付加事項： 
  （一社）日本鋼構造協会(JSSC) 
  鉄骨製品検査技術者/鉄骨超音波検査技術者の資格保持者 
・教育・訓練：外観検査を含め鉄骨検査に必要な項目を教育・訓練 
   
 

 したがって、建築鉄骨検査適格事業者は品質マネジメントシステム
を確立し、倫理要綱を定め、管理された非破壊検査設備・機器を保
有するとともに、当該事業者に属する技術者にはJSNDIのUT技術者
資格、JSSCの資格、溶接管理技術者の資格を持ち、外観検査の教
育・訓練を受講していることが要求される。 
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各種規則におけるCIW採用の現状 
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・国土交通省 
 「建築工事施工監理指針」(国交省大臣官房官庁営繕部)監修 
 7章鉄骨工事 6節溶接接合 溶接部の試験でCIW認定についての言及がある。 
 
・東京都 
 「東京都建築工事標準仕様書」 
 ・第5章 鉄筋工事 圧接終了後の試験でCIWが規定されている。 
  ＊「東京都建築工事標準仕様書」の第５章鉄筋工事圧接終了後の試験では 
    超音波探傷試験の項目で「試験の技能資格者は、第三者機関で（社） 
    日本溶接協会の認定（CIW)を受けた事業所に属する者で、（社）日本 
    鉄筋継手協会が認定する鉄筋ガス圧接部超音波探傷検査技術者の有 資格者と

する」とある。 

 ・鉄骨工事の試験については、東京都検査機関登録事業者(CIW認定事業者
から選定)であることが規定されている。 

 
・愛知県 
 「鉄骨造建築物品質適正化のための取扱い要領・同解説」 
  第５ 受入れ検査の項目で、「溶接部の非破壊検査としては、ＣＩＷの超音波検査部門

の認定事業者に委託することが望ましい」と推奨されている。 
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